
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルスにより臨時休館、また情報紙も休刊をしておりましたが、再開いたしました。今回掲載

いたしました常設展示リニューアルなど、コロナに負けず資料館情報をお届けしてまいります。 

    お問い合わせ 

 

 

Ａｋａｂｏｒｉ Ｍｕｓｅｕｍ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館情報  Ｎｏ．１６７ 

 令和２年（２０２０）７月１日 今日は資料館へちょっとタチヨリ！ 

群馬県伊勢崎市西久保町二丁目98   電話 0270-63-0030   FAX0270-63-0087 

 

伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館 

休館日：月曜日（月曜日が祝日は翌日）・年末年始・臨時休館日 開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時30分） 

 

入館無料 

この銅印は、保泉・丸山西遺跡（境保泉）の10世紀（平安時代）の

竪穴住居跡から発掘調査で出土しました。約3㎝四方の印面には、「上」

と陽刻された文字が確認でき、つまみの部分は鶏
と

冠
さ か

状で穴が開き、極め

て保存状態が良好です。 

奈良時代の律令社会では、印は重要なものとして扱われ、国や郡でも

印が用いられました。国印や郡印など公的な印は４㎝以上と大きいた

め、この銅印は家や集落で使用する私印と考えられます。県内ではこう

した銅印が10例以上発見されています。 

コロナ禍でも「ハンコ主義」が取り上げられましたが、ハンコの歴史

は古いですね。是非、実物をご覧ください。 

 
ホームページ 

もチェック！ 

展示資料シリーズ2４ ～資料館で展示しています～ 

 

古 代 の 銅 印 
 

 

 

 

古代の展示をリニューアル 
１階常設展示 

常設展示室1階の奈良・平安時代の展示をリ

ニューアルいたしました。史跡上野国佐位郡正

倉跡の八角形倉庫復元模型を中心に、佐位郡役

所や郡司を務めた豪族の檜
ひ の

前部
く ま べ の

君
き み

氏
し

の展示、有

力な古代寺院であった上植木廃寺の瓦など、伊

勢崎の古代が概観できる展示となっています。

保泉・丸山西遺跡（境保泉）出土の銅印は今回

初めて展示します。 展示パネルも一新しました 
 

・マスク着用と手の消毒をおねがいします。 

・健康状態申告書のご記入をおねがいします。 

・他の方との距離をとってご覧ください。 

・展示ケースなど手を触れないでください。 

入
口
の
埴
輪
も
マ
ス
ク 

 

 

 

 

７月 23日（木・祝）から７月26

日（日）まで燻蒸（消毒）のため

臨時休館いたします。 

燻蒸
く ん じ ょ う

のため臨時休館 
新型コロナウィルス感染症対策にご協力ください 


